
東京大学・医学部附属病院・特任教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

挑戦的萌芽研究

2017～2015

ビタミンＤ不足が要介護の原因5大疾患に及ぼす影響の解明：住民コホート10年の追跡

Effect of vitamin D insufficiency on major causes of disability: 10-year 
follow-up of a population-based cohort

６０２４０３５５研究者番号：

吉村　典子（Yoshimura, Noriko）

研究期間：

１５Ｋ１５２１９

平成 年 月 日現在３０   ６ １９

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：高齢者の運動器障害やQOLの維持および要介護予防を目的として2005年から追跡を続
けている大規模住民コホート研究ROADにおいて、10年目第4回調査参加者1902人の血清25-hydroxyvitamin D
(25D)平均値は25.1ng/mLとなり、10年前と比較して有意に高くなっていることがわかった (p<0.0001)。さらに
血清25Dが高い方が大腿骨頸部のOP発生リスクを低下させることを明らかにした (p<0.05)。一方、血清25D値は
変形性膝関節症、サルコペニア、メタボリック症候群の構成要素である肥満、高血圧症、耐糖能異常、脂質異常
症や軽度認知障害とは有意な関連を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：The prospective cohort study entitled ROAD, initiated in 2005-7, aims to 
clarify epidemiological indices and risk factors for musculoskeletal disorders and to determine 
their effect on activities of daily living and quality of life in Japanese men and women. The ROAD 
study collects information on metabolic syndrome components and cognitive assessments. Residents in 
the same communities were assessed at 3-, 7-, and 10-year follow-up. Serum 25-hydroxyvitamin D (25D)
 levels averaged 25.1 ng/mL at the 10-year follow-up survey, and were significantly higher than at 
baseline (p<0.0001). The higher serum 25D levels significantly decreased the risk of osteoporosis at
 the femoral neck (p<0.05). However, serum 25D levels were not significantly associated with the 
risk of knee osteoarthritis, sarcopenia, metabolic syndrome components (obesity, hypertension, 
impaired glucose tolerance, dyslipidaemia), or the presence of mild cognitive impairment.

研究分野： 疫学
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１．研究開始当初の背景 
平成 25 年厚生労働省国民生活基礎調査の報
告では、高齢者が要介護になる原因の 1 位が
脳血管障害、2 位が認知症、3 位が高齢によ
る衰弱、4 位が骨折・転倒、5 位が関節疾患
であり、これら 5 疾患で要介護になる原因の
70.4％を占めている。超高齢社会が進行する
わが国において、これら要介護原因疾患の予
防は焦眉の課題であり、これらに共通する影
響要因が解明されれば高齢者の生活の質
(QOL)の維持改善への貢献は大きい。この原
因疾患の一つの候補要因としてビタミン D
（VD）がある。カルシウム代謝を介した VD
は骨粗鬆症(OP)への影響のみではなく、血管
障害への影響、筋力の低下や要介護に影響し
ているとの報告も散見される。しかし、VD
と要介護原因疾患との関連はまだ不明な点
が多い。 
 
２．研究の目的 
高齢者の運動器障害や QOL の維持および
要介護予防を目的として 2005 年から追跡
を続けている大規模住民コホート研究
Research on Osteoarthritis/osteoporosis 
Against Disability(ROAD)において、対象
者に 10 年目の追跡調査を行い、対象者の
25-hydroxyvitamin D(25D)値の測定結果
および蓄積されたデータを解析して、25D
値の要介護移行率への影響を解明する。加
えて、要介護の原因としての脳血管障害、
認知症、高齢による衰弱（フレイル）、骨粗
鬆症(OP)による骨折、関節症のそれぞれリ
スクをあげる原因疾患であるメタボリック
症候群(メタボ)、軽度認知障害(MCI)、筋量
減少症(サルコペニア、SP)、OP、変形性関
節症(OA)への有病率、発生率への影響を明
らかにし、要介護予防対策における VD の
充足の重要性の有無についてエビデンスを
得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
我々は、東京都板橋区(都市部)、和歌山県日
高川町(山村部)、太地町(漁村部)の住民
3,040 人を対象に大規模住民コホート研究
Research on Osteoarthritis/osteoporosis 
Against Disability (ROAD) プロジェクトを
立ち上げ、2005 年〜2007 年にベースライン
調査を完了し、その後 3年後、７年後に追跡
調査を行っている。 
  今回このコホートのうち、山村と漁村の住
民 1,690 人に 10 年目の 4 回目の追跡調査を
行い、血清サンプルを採取し、血清 25D を測
定した。次に過去に測定した蓄積されたコホ
ートデータのうち、対象者の血圧、腹囲、血
清脂質、HbA1c 値や、インピーダンス法によ
って測定された四肢筋量、歩行速度、握力、
MCI の有無、要介護移行情報をリンケージし、 
OP、OA、SP、メタボの原因となる肥満、
高血圧症、耐糖能異常、脂質異常症、MCI
への影響を検討した。 

 
４．研究成果 
１）一般住民における血清 25Dの 10 年間の
変化 
 ROAD スタディ 10 年目第 4 回調査の山
村、漁村の参加者のうち、VD 測定に参加
したのは 1902 人（男 635 人、女 1267 人）
であった（平均年齢 64.9 歳）。この集団に
おける 25D の平均値（標準偏差）は、25.1 
(7.0)ng/mL であった。 
 10 年前の ROAD スタディベースライン
調査で 25D を測定し得た山村、漁村の参加
者 1690 人（男 596 人、女 1094 人、平均
年齢 65.2 歳）の平均値は 23.3(6.6)であっ
た。 
 10 年前と比較して、山村、漁村住民にお
ける 25D 値は有意に高くなっていること
がわかった (p<0.0001)。 
 
２）VD の要介護原因疾患への影響 
①OP への影響 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第 2 回調査に参加
しいずれにおいても骨密度測定を実施し得
た 1384 人(男 466 人、女 918 人)において、
ベースライン調査時には WHO のクライテ
リアで大腿骨頸部が OP ではなく投薬のな
かった 1187 人中、3 年後の再測定で OP に
なったか、投薬を開始したのは 65 人
（5.5%/3 年）であった。 
 これを OP 発生と定義し、発生の有無を
目的変数とし、血清 25D を説明変数として、
性、年齢、地域を調整してロジスティック
回帰分析を実施したところ、オッズ比は
0.95 (95%信頼区間 0.90-0.99 となり、血清
25D が高い方が近い将来の大腿骨頸部の
OP 発生リスクを低下させることがわかっ
た (p<0.05) 
 
②OA への影響 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第 2 回調査に参加
し身長、体重の測定を実施し得た 1384 人
(男 466 人、女 918 人)において、ベースラ
イン調査時には膝X線検査においていずれ
の膝のKellgren-Lawrence gradeが 2未満
である 728 人中、3 年後の再測定で膝 OA
になったのは 71 人（9.8%/3 年）であった。 
 これを膝 OA 発生と定義し、発生の有無
を目的変数とし、血清 25D を説明変数とし
て、性、年齢、地域を調整してロジスティ
ック回帰分析を実施したところ、オッズ比
は 1.04 (95%信頼区間 0.999-1.08 となり、
血清25Dと膝OA発生の間に有意な関連は
なかった (p=0.06) 
 
③SP への影響 
SP については ROAD スタディ第 2 回調査
から筋量の測定を実施した。第 2 回調査山
村漁村の参加者のうち 60 歳以上となる



1099 人(男 377 人、女 722 人)のうち、アジ
アの SP の診断基準を用いて第２回調査で
は SP ではなかった 735 人中、4 年後の第
３回調査に SP と診断されたのは 58 人
（7.9%/4 年）であった。 
 これを SP 発生と定義し、SP 発生の有無
を目的変数とし、血清 25D を説明変数とし
て、性、年齢、地域を調整してロジスティ
ック回帰分析を実施したところ、オッズ比
は 0.99 (95%信頼区間 0.96-1.03)となり、
有意な関連は認められなかった (p=0.78)。 
 
④メタボ構成要素への影響 
1) 肥満 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第２回調査に参加
し身長、体重の測定を実施し得た 1384 人
(男 466 人、女 918 人)において、ベースラ
イン調査時には BMI（kg/m2）が 27.5 未満
であった 1240 人中、3年後の再測定で 27.5
以上になったのは 45 人（3.6%/3 年）であ
った。 
 これを肥満発生と定義し、発生の有無を
目的変数とし、血清 25D を説明変数として、
性、年齢、地域を調整してロジスティック
回帰分析を実施したところ、オッズ比は
1.02 (95%信頼区間 0.97-1.07 となり、有意
な関連は認められなかった (p=0.36)。 
 
2) 高血圧症 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第二回調査に参加
し身長、体重の測定を実施し得た 1384 人
(男 466 人、女 918 人)において、ベースラ
イン調査時には高血圧（収縮期血圧
135mmHg、拡張期 90mmHg のいずれか）
を指摘されず高血圧の投薬を受けていない
456 人のうち、3 年後の血圧測定で高血圧
を指摘されるかあるいは投薬を開始した人
は 216 人（47.4%/3 年）であった。 
 これを高血圧発生と定義し、発生の有無
を目的変数とし、血清 25D を説明変数とし
て、性、年齢、地域を調整してロジスティ
ック回帰分析を実施したところ、オッズ比
は 1.01 (95%信頼区間 0.98-1.04 となり、有
意な関連は認められなかった (p=0.63)。 
 
3) 耐糖能異常 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第二回調査に参加
し血液検査を実施し得た 1384 人(男 466 人、 
女 918 人)において、ベースライン調査時に
は血清 HbA1c が 5.5%（当時の JDS 基準、
現在の NGSP 値では 5.9%）未満であり糖
尿病の投薬も受けていない 1092 人中、3
年後の検査で 5.5%以上になったか、あるい
は糖尿病の服薬を開始したのは 146 人
（13.4%/3 年）であった。 
 これを耐糖能異常発生と定義し、耐糖能
異常発生の有無を目的変数とし、血清 25D

を説明変数として、性、年齢、地域を調整
してロジスティック回帰分析を実施したと
ころ、オッズ比は 0.98 (95%信頼区間
0.95-1.01)となり、有意な関連は認められ
なかった (p=0.23)。 
 
4) 脂質異常症 
ROAD スタディベースライン調査参加者
1690 人のうち、3 年後の第二回調査に参加
し血液検査を実施し得た 1384 人(男 466 人、 
女 918 人)において、ベースライン調査時に
はHDL-cho値が 40mg/dL 未満であり脂質
異常の投薬も受けていない 1204 人中、3
年後の検査で 40mg/dL 以上になったか、
あるいは高脂血症の服薬を開始したのは
236 人（19.6%/3 年）であった。 
 これを脂質異常発生と定義し、脂質異常
発生の有無を目的変数とし、血清 25D を説
明変数として、性、年齢、地域を調整して
ロジスティック回帰分析を実施したところ、
オッズ比は 1.02 (95%信頼区間 0.99-1.04)
となり、有意な関連は認められなかった 
(p=0.17)。 
 
⑤MCI への影響 
ROAD スタディではベースライン調査に
お い て mini mental statement 
examination (MMSE)を実施している。今
回はベースライン調査における MMSE を
測定し得た 1676 人(男 591 人、女 1085 人)
において、MMSE が 23 以下であるものを
MCI ありとしたところ、75 人(4.8%)が
MCI の範疇に入った。 
 MCI の有無を目的変数とし、血清 25D
を説明変数として、性、年齢、地域を調整
してロジスティック回帰分析を実施したと
ころ、オッズ比は 0.98 (95%信頼区間
0.94-1.02)となり、有意な関連は認められ
なかった (p=0.26)。 
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